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Ｊカードとの業務提携に関するお知らせ 

けのインターネットショッピングサービスを共同で展開 ～ 
 

ショッピングサービスをモバイル／WEB で展開する ECの企画運

イス（本社：東京都渋谷区 代表取締役社長：佐藤輝英 資本

「ネットプライス」 http://www.netprice.co.jp/  東証マザー

と、株式会社ＵＦＪカード（本社：東京都千代田区 取締役社

9,930 万円 以下、「ＵＦＪカード」 http:// ufjcard.com）

、2005 年７月５日（火）より、ＵＦＪカード会員向けのインタ

ス「ＵＦＪカード ギャザ！」を共同で開始致します。 

に日本信販株式会社と合併し、国内最大規模のクレジットカード

となります。この度、ネットプライスとＵＦＪカードでは、Ｕ

ーネットショッピングサービス「ＵＦＪカード ギャザ！」を、

企画サイト」）上で提供します。商品は、購入者が増えれば増え

ネットプライスの「ギャザリング」（共同購入）方式にて販売さ

WEB サイト、会報誌（利用明細書配送時に送付）等における当企

サイトへの集客を図り、ギャザリングによる商品購入の機会を

の向上を狙います。一方、ネットプライスでは、ＵＦＪカード

とした、グルメ商品、ファッション、雑貨等合計約 120 点の商

・運営、商品仕入、配送、決済、ならびに購入者のサポートを

を目指します。 

ザ！｣の開始を記念して、2005年７月５日から 2005年９月 30
ーン｣を実施します。これは当企画サイトでの商品購入者には、

イルポイント（通常は利用金額 1,000円につき 1ポイント）を付

今回のＵＦＪカードとの取り組みは、各大手クレジットカード

企業とのショッピング連携の一環であり、今後も有力媒体を保

促進し、販売ネットワークの拡大を進めてまいります。 
満足度向上とＥＣ取引拡大のため、ＵＦＪカード会員にメリッ

今後も様々なＥＣサイトとの提携を推進して参ります。 



 
■「ＵＦＪカード ギャザ！」へのアクセス方法 

PC からのアクセス： ＵＦＪカードのホームページ（http://ufjcard.com）から 

アクセス頂けます 

 

※ 「ギャザリング」はネットプライスの商標または登録商標です。 

 

 

２．株式会社ＵＦＪカードの概要 

社名  株式会社ＵＦＪカード 

本社所在地 東京都千代田区大手町 2-6-1 朝日東海ビル 

電話  03-3242-9111（代）  

設立  1968 年 4 月 20 日 

資本金 13 億 9,930 万円  （2005 年３月 31 日現在） 

代表者 取締役社長 安藤光隆 

 

３．株式会社ネットプライス概要 

社名   株式会社ネットプライス  

  （東証マザーズ コード：3328） 

本社所在地  東京都渋谷区恵比寿 1-19-19 恵比寿ビジネスタワー19 階  

電話   03-5739-3360（代） ファックス： 03-5739-3800  

設立  1999（平成 11）年 11 月 25 日 

資本金 11 億 1,411 円  （2005 年３月 31 日現在） 

代表者 代表取締役社長 佐藤輝英 

 

４． 業績に与える影響 
今回の業務提携による両社の業績に与える影響はそれほど大きくないと予想されますが、

ＵＦＪカードでは顧客満足度の拡大及び新たな収益モデルの構築により、またネットプラ

イスでは販売チャネルの拡大により収益力をさらに強化して参ります。 
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